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議会だよりが
スマートフォンでも読めます



　
令
和
２
年
６
月
定
例
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
）
対
策
に
伴
い

会
期
日
程
を
短
縮
し
、
６
月
２
日
か

ら
６
月
11
日
ま
で
の
10
日
間
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
国
の
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し
た
一
般

会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
吉
川
市

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な

ど
の
市
長
提
出
議
案
15
件
（
２
〜
５

ペ
ー
ジ
）、
議
員
提
出
議
案
と
し
て

３
件
の
意
見
書
（
10
ペ
ー
ジ
）
な
ど

を
審
議
し
、
議
決
し
ま
し
た
。（
審

議
結
果
は
14
〜
15
ペ
ー
ジ
）

　
そ
の
他
、
書
面
で
行
わ
れ
た
「
市

政
に
対
す
る
一
般
質
問
」（
６
〜
９

ペ
ー
ジ
）
や
市
議
会
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
11
ペ
ー
ジ
）
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
４
月
15
日
と
５
月
14
日
に

行
わ
れ
た
臨
時
会
に
つ
い
て
、
12
〜

13
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
２
年
度

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
既
定
の
歳
入
歳
出
に
２
億
８
８
２

０
万
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
３
０
８
億
５
６

６
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
に
は
、国
の「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
」
交
付
限
度
額

１
億
８
１
４
８
万
６
０
０
０
円
の
内
、

１
億
４
８
４
６
万
３
０
０
０
円
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。
交
付
金
の
用
途

は
上
表
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
未

確
定
分
に
つ
い
て
は
、
今
後
活
用
さ

れ
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
こ
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す

◆
議
会
渉
外
・
活
動
事
業

△
１
３
３
万
６
０
０
０
円

　
３
つ
の
常
任
委
員
会（
総
務
水
道・

文
教
福
祉
・
建
設
生
活
）
等
の
行
う

行
政
視
察
に
伴
う
旅
費
及
び
費
用
弁

償
に
つ
い
て
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
事
業
に
活
用
す
る
た
め
、

減
額
し
ま
し
た
。

◆
公
共
交
通
機
関
改
善
推
進
事
業

１
９
２
６
万
７
０
０
０
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
す
る
緊

急
対
応
策
と
し
て
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス

の
事
業
者
に
対
し
、
公
共
交
通
緊
急

支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
地
域
福
祉
推
進
事
業

５
５
７
万
６
０
０
０
円

　
「
こ
こ
ろ
と
く
ら
し
の
相
談
員
」

を
配
置
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
に
関
連
し
て
生
じ
る
、
経
済
・
生

活
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
、

心
に
寄
り
添
い
支
援
す
る
こ
と
で
、

自
殺
予
防
に
繋
げ
ま
す
。
相
談
員
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
補
正
予
算
を
可
決
」

国
の
交
付
金
、
１
億
８
１
４
８
万
６
０
０
０
円
活
用

６
月
定
例
会

概
　
要

「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」、
今回計上された1億4,846万3,000円は、何に活用したの？

限度額
１億
8,148万
6,000円

その他
1,203万4千円

公共交通対策事業
1,926万7千円

減災対策事業
1,156万6千円

こころとくらしの
相談支援事業
399万円

ひとり親家庭等
臨時特別給付金給付事業

1,405万9千円

プレミアム付
商品券発行事業
4,499万円

商業活性化推進事業
1,024万円

学校施設整備事業
（小学校）
2,366万7千円

学校施設整備事業
（中学校）
865万円

未確定分 3,302万3千円
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社
会
福
祉
士
等
の
有
資
格
者
を
想
定

し
、
２
名
を
配
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大

予
防
の
た
め
、
施
設
に
通
え
な
い
障

が
い
者
の
方
々
の
安
否
確
認
な
ど
の

支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等
家
計
応
援

　
臨
時
給
付
事
業

１
４
０
５
万
９
０
０
０
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
伴
う
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
へ
の
家
計
応
援
策
と

し
て
、
給
付
金
等
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
額
は
、
一
世
帯
あ
た
り
２
万
円

と
家
計
応
援
商
品
券
（
子
ど
も
一
人

に
つ
き
５
０
０
０
円
）
で
す
。

◆
商
業
活
性
化
推
進
事
業

１
０
２
４
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
影
響

を
受
け
て
い
る
事
業
者
を
支
援
す
る

た
め
、
デ
リ
バ
リ
ー
や
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
サ
ー
ビ
ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
等
、
新
た
な
取
り
組
み
を
実
施
し

た
事
業
者
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。
支
給
限
度
額
は
、
１
事
業

者
あ
た
り
10
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

◆
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

４
４
９
９
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
踏

ま
え
た
市
内
経
済
活
性
化
策
と
し
て
、

市
内
店
舗
限
定
で
活
用
で
き
る
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

５
０
０
０
円
で
６
５
０
０
円
分
の
購

入
が
で
き
る
商
品
券
を
２
万
４
０
０

０
冊
発
行
し
ま
す
。

◆
減
災
対
策
事
業

１
１
５
６
万
６
０
０
０
円

　
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
災
害

用
備
蓄
と
し
て
、
間
仕
切
り
、
マ
ッ

ト
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
、
非
接
触
体

温
計
、
消
毒
液
な
ど
を
購
入
し
ま
す
。

◆
学
校
施
設
整
備
事
業
（
小
学
校
・

中
学
校
）

１
億
６
４
９
０
万
１
０
０
０
円

　
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

合
わ
せ
、
未
整
備
の
小
中
学
校
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整
備
す
る
た
め
の

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
旭
小
学
校
と
栄
小
学
校
で

ト
イ
レ
の
洋
式
化
工
事
を
行
う
た
め

の
設
計
を
行
い
ま
す
。

―
討　
　
論
―

　
補
正
予
算
に
対
し
１
名
の
議
員
が

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

賛
成　

伊
藤　
正
勝　
議
員

　
歳
入
は
国
か
ら
の
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
等
。
歳
出
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、

小
中
学
校
８
校
の
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整

備
費
１
億
６
千
万
円
。
児
童
生
徒
に

ひ
と
り
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

も
年
度
内
に
は
実
現
へ
。
暮
ら
し
や

経
済
の
支
援
は
総
額
５
千
万
円
弱
で

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
。
ひ

と
り
親
家
庭
等
へ
は
家
計
応
援
特
別

交
付
金
。
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
者

に
は
減
収
分
の
一
部
補
て
ん
。
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
を
念
頭
に
災
害
用
備

蓄
の
間
仕
切
り
用
段
ボ
ー
ル
購
入
も
。

産
業
振
興
推
進
事
業
費
補
助
金
は
新

し
い
発
想
や
取
り
組
み
に
10
万
円
を

上
限
に
給
付
す
る
も
の
。
重
責
の
取

組
み
は
こ
れ
か
ら
も
。
エ
ー
ル
を
！

賛
成

主
な
議
案
の
あ
ら
ま
し

◆
吉
川
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
の
法
令
改
正
に
伴
い
、
特
定
地

域
型
保
育
事
業
所
等
の
卒
園
後
の
受

入
先
と
な
る
連
携
施
設
の
確
保
義
務

を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
所
要
の
改

正
を
行
い
ま
す
。

◆
吉
川
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
国
の
法
令
改
正
に
伴
い
、
家
庭
的

保
育
事
業
所
等
の
卒
園
後
の
受
入
先

と
な
る
連
携
施
設
の
確
保
義
務
を
緩

和
す
る
と
と
も
に
、
居
宅
訪
問
型
保

育
事
業
者
が
保
護
者
の
疾
病
等
に
よ

り
養
育
が
困
難
な
乳
幼
児
に
対
し
て
、

保
育
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
明
文
化
し
ま
す
。

◆
吉
川
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

国
の
法
令
改
正
に
伴
い
、
個
人
市

民
税
の
非
課
税
と
な
る
範
囲
の
見
直

し
及
び
固
定
資
産
税
に
お
け
る
所
有

者
不
明
土
地
に
係
る
課
税
へ
の
対
応

を
図
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
市
税
の

徴
収
猶
予
、
軽
自
動
車
税
環
境
性
能

割
の
臨
時
的
軽
減
の
延
長
そ
の
他
所

要
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

◆
吉
川
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
今
後
の
人
口
の
推
移
を
踏
ま
え
、

職
員
の
定
数
を
３
５
９
人
か
ら
３
７

９
人
に
見
直
し
ま
す
。

◆
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
係
る
作
業

に
従
事
す
る
職
員
に
対
し
、
国
の
取

り
扱
い
に
準
じ
て
、
防
疫
作
業
手
当

の
特
例
を
設
け
支
給
し
ま
す
。

人
事
案
件

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
水
村
英
夫
氏
が
令
和
２
年
６
月
９

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

再
度
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

〇
固
定
資
産
評
価
員

　
固
定
資
産
評
価
員
の
海
老
沼
浩
行

前
総
務
部
課
税
課
長
が
令
和
２
年
３

月
31
日
付
で
人
事
異
動
し
た
た
め
、

そ
の
後
任
者
と
し
て
櫻
井
敬
雄
総
務

部
課
税
課
長
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。
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総
務
水
道
常
任
委
員
会

◆
吉
川
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
人
口
推
移
を
踏
ま
え
、
３
年
を
目

安
に
市
長
部
局
を
20
名
増
や
す
根
拠

は
。

　
職
員
一
人
当
た
り
人
口
の
水
準
を

３
年
後
も
維
持
し
た
い
。
ま
た
、
各

課
か
ら
20
～
30
名
の
増
員
要
望
が
あ

る
。

　
増
員
す
る
部
署
は
。

　
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
保
育
士
の
正

職
化
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
考
え
て
い
な
い
。

　
定
員
適
正
化
計
画
の
こ
の
５
年
の

総
括
は
。

　
概
ね
計
画
通
り
。
職
員
数
に
つ
い

て
他
市
と
比
べ
て
も
決
し
て
多
く
は

な
い
。
コ
ス
ト
も
踏
ま
え
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
な
が
ら
増
員
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
正
規
職
員
の
団
体
比
較
は
会
計
年

度
職
員
も
含
め
る
べ
き
で
は
。

　
会
計
年
度
職
員
の
団
体
比
較
資
料

は
な
い
が
、
吉
川
市
は
職
員
全
体
の

半
数
未
満
で
あ
る
。

　
正
規
職
員
が
増
え
る
と
、
民
間
委

託
は
進
ま
な
い
の
で
は
。

　
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
と

い
う
こ
と
は
基
本
だ
が
、
研
究
・
検

討
に
時
間
を
要
す
る
。
人
員
配
置
は

定
員
適
正
化
計
画
の
下
、
慎
重
に
進

め
て
い
く
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例

　
ど
の
様
な
仕
事
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

　
５
月
22
日
か
ら
医
師
会
が
実
施
し

て
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
補
助
業
務
に

従
事
す
る
こ
と
を
想
定
。

　
一
日
当
た
り
３
千
円
と
い
う
こ
と

だ
が
、
時
間
は
関
係
な
い
の
か
。

　
そ
の
通
り
。

賛
成
全
員
で
採
決

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
臨
時
交
付
金

１
億
８
１
４
８
万
円
に
対
し
て
、
補

正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
金
額
は
１
億

４
８
４
６
万
円
。
残
り
の
事
業
は
９

月
議
会
に
な
る
の
か
。

　
庁
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
を

検
討
中
。
内
容
を
精
査
し
た
上
で
予

算
計
上
し
た
い
。

　
国
の
第
２
次
補
正
予
算
が
閣
議
決

定
さ
れ
た
が
、
今
後
の
対
応
は
。

　
国
の
第
２
次
補
正
予
算
２
兆
円
の

詳
細
は
不
明
。
各
担
当
課
に
事
業
の

検
討
を
依
頼
し
て
い
る
状
況
。

賛
成
全
員
で
可
決

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

◆
吉
川
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
満
３
歳
未
満
の
子
ど
も
の
受
け
皿

と
し
て
の
連
携
施
設
の
現
状
は
。

　

卒
園
後
の
受
け
皿
確
保
の
た
め
、

原
則
、
連
携
施
設
の
確
保
を
義
務
付

け
て
い
る
。
対
象
と
な
る
保
育
所
は

７
つ
で
あ
り
、
す
べ
て
連
携
施
設
が

確
保
さ
れ
て
い
る
。賛

成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
こ
こ
ろ
と
く
ら
し
の
相
談
事
業
は
、

自
殺
対
策
が
メ
イ
ン
の
業
務
で
あ
る

と
の
認
識
で
よ
い
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
連
し
て

生
じ
る
経
済
、
生
活
問
題
な
ど
に
よ

り
悩
み
を
抱
え
た
方
や
、
そ
の
家
族

か
ら
の
相
談
を
受
け
、
心
に
寄
り
添

い
、
必
要
に
応
じ
た
支
援
に
つ
な
げ

る
た
め
の
事
業
で
、
自
殺
対
策
の
観

点
も
含
め
た
相
談
業
務
を
行
う
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
そ
の

進
め
方
は
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い

て
は
、
学
校
に
お
け
る
高
速
大
容
量

の
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
と

全
学
年
の
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が

そ
れ
ぞ
れ
端
末
を
持
ち
、
十
分
に
活

用
で
き
る
環
境
の
実
現
を
目
指
し
て

い
く
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
教
育
を
進
め
て
い
く

に
あ
た
り
、
具
体
的
な
計
画
と
市
内

児
童
生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
。

　

教
職
員
及
び
児
童
生
徒
に
つ
い
て

は
、
研
修
が
重
要
に
な
る
と
考
え
る
。

こ
の
休
業
中
に
お
い
て
も
教
職
員
に

つ
い
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
双
方
向

で
の
や
り
取
り
の
研
修
を
進
め
て
き

た
。
今
後
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
活
用

も
踏
ま
え
て
教
職
員
の
研
修
を
深
め

て
い
き
た
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

つ
い
て
は
、
約
40
家
庭
が
未
回
答
で

あ
る
が
、
小
学
校
４
３
９
８
、
中
学

校
２
１
４
３
、
計
約
６
５
０
０
家
庭

の
う
ち
、
小
学
校
で
は
２
７
１
家
庭
、

中
学
校
で
は
49
家
庭
、
合
わ
せ
て
お

委
員
会
審
査
概
要

市
長
提
出
議
案
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よ
そ
３
２
０
家
庭
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
が
無
い
と
回
答
し
て
い
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

建
設
生
活
常
任
委
員
会

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
吉
川
美

南
駅
東
口
周
辺
地
区
盛
土
工
事
）
に

つ
い
て

　
さ
い
た
ま
市
の
事
業
者
が
落
札
し

た
が
、
発
注
に
際
し
て
の
市
内
事
業

者
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
。

　
Ａ
ラ
ン
ク
事
業
者
を
対
象
と
し
た

工
事
だ
っ
た
が
、
市
内
事
業
者
に
お

い
て
は
一
部
Ｂ
ラ
ン
ク
事
業
者
も
対

象
と
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
発
注
す

る
大
型
工
事
は
Ｊ
Ｖ（
共
同
企
業
体
）

案
件
な
ど
も
検
討
し
、
総
合
評
価
に

よ
る
入
札
を
進
め
て
い
く
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
吉
川
美

南
駅
東
口
周
辺
地
区
橋
梁
工
事
）
に

つ
い
て

　
工
事
内
容
に
つ
い
て
。

　
上
第
二
大
場
川
に
架
設
す
る
橋
梁

工
事
。
昨
年
度
は
橋
台
工
事
を
行
い
、

本
年
度
は
橋
桁
を
架
設
す
る
。
橋
梁

幅
員
は
道
路
と
同
じ
18
ｍ
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
産
業
振
興
推
進
事
業
費
補
助
金
の

内
容
と
周
知
方
法
に
つ
い
て
。

　
個
人
事
業
主
か
ら
中
小
企
業
な
ど

幅
広
く
対
象
と
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
飲
食
店
な
ど
の
デ
リ
バ
リ
ー

や
販
路
拡
大
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
も
の
。

　
１
０
０
０
万
円
の
補
助
金
。
上
限

10
万
円
で
は
対
象
が
１
０
０
件
と
な

る
。
市
内
に
は
２
０
０
０
件
の
事
業

者
が
い
る
。
中
小
事
業
者
へ
市
独
自

の
支
援
金
を
実
施
し
て
は
。

　
７
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31

日
ま
で
の
申
請
状
況
を
見
な
が
ら
他

市
の
事
例
な
ど
も
参
考
に
検
討
す
る
。

　

事
業
者
か
ら
の
要
望
は
。
ま
た
、

国
の
２
次
補
正
に
お
け
る
補
助
金
の

検
討
・
拡
充
に
つ
い
て
。

　
窓
口
や
商
工
会
を
通
じ
て
要
望
も

受
け
て
い
る
。
特
に
飲
食
店
な
ど
で

大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
。
ま
ず
は
、

新
た
な
取
り
組
み
に
対
し
て
補
助
金

を
実
施
し
、
申
請
状
況
を
見
な
が
ら

検
討
す
る
。

　
減
災
費
の
内
訳
に
つ
い
て
。

　
昨
年
の
台
風
19
号
の
避
難
世
帯
で

あ
る
３
３
１
世
帯
を
ベ
ー
ス
に
間
仕

切
り
な
ど
を
購
入
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

○
今
定
例
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
と
し
て
会
議
室
に
て
委
員

会
を
行
い
ま
し
た
。（
写
真
は
委
員

会
報
告
の
よ
う
す
）

◆�

吉
川
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
今
後
の
人
口
の
推
移
を
踏
ま
え
、

職
員
の
定
数
を
３
５
９
人
か
ら

３
７
９
人
に
見
直
し
ま
す
。
職
員

一
人
当
た
り
の
人
口
水
準
を
維
持

す
る
た
め
、
今
後
３
年
を
目
安
に

20
人
増
や
し
ま
す
。

― 

討　
　
論 

―

　
本
議
案
に
対
し
、
２
名
の
議
員

が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

反
対

稲
垣 

茂
行
議
員

　
職
員
定
数
条
例
改
正
の
最
大
の

問
題
点
は
、
増
員
す
る
20
人
の
配

置
計
画
が
な
い
こ
と
で
す
。
同
時

に
、
総
額
で
68
億
円
の
将
来
に
わ

た
る
負
担
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
吉
川
市
職
員
の
生
涯
賃
金
は
１

人
3.4
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
今
、
市
が
や
る
べ
き
こ
と
は
コ

ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
・
対
策
、

今
年
度
事
業
の
見
直
し
で
す
。
同

時
に
コ
ロ
ナ
後
の
環
境
変
化
に
向

け
た
準
備
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、

認
め
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進
、

事
務
の
効
率
化
、
会
計
年
度
任
用

職
員
や
再
任
用
職
員
の
活
用
等
、

具
体
的
計
画
を
添
え
改
め
て
提
案

を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

賛
成

遠
藤 

義
法
議
員

　
市
の
役
割
は
住
民
の
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
り
、
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
と
い
う
地
方
自
治
の
基
本
理
念

を
担
う
の
が
市
の
職
員
で
す
。
マ

ン
パ
ワ
ー
、
公
的
な
施
設
や
職
員

が
な
に
よ
り
大
事
だ
と
い
う
こ
と

は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
明
確

に
な
り
ま
し
た
。

　
市
の
高
齢
化
や
人
口
増
の
な
か

で
新
た
な
課
題
や
需
要
、
多
様
化

す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実
な
ど

で
、
市
の
業
務
量
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
行
財
政
改
革
の
視
点
の
み

か
ら
の
職
員
の
削
減
は
限
界
で
す
。

　
以
上
、
市
の
持
つ
役
割
と
職
員

数
、
他
市
と
の
比
較
か
ら
見
て
職

員
定
数
増
は
妥
当
と
考
え
ま
す
。

注
目
の
議
案

5
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答えて市長！
一般質問
　今定例会では、新型コロナ感染症に関す
る対応として、市執行部の業務への影響
を考慮し、本会議での一般質問を取りやめ、
書面での通告・答弁となりました。
　通告された15名の一般質問について、書
面での回答に基づき、主な内容を質問者が
要約してお知らせします。

一般質問

市内事業者と協定締結へ
コロナ対策で多くの避難所

降旗　聡

問 ①感染症対策を含めた避難所開設マニュア
ル、避難所増設について。

②屋上駐車場を設置している事業者との災害協定締
結の現状と、今後の方向性について。
③要支援者の救援体制の構築について。

答 ①過密状態の防止や衛生・健康管理の徹底な
どを示した「避難所開設・運営における新型

コロナウイルス対策マニュアル」を５月に策定し、
通常より多くの避難所を開設することについても定
めた。
②現在、洪水等の災害において一時避難所としての
施設利用に関する協定を１事業者と締結している。
また、１事業者と協定締結にむけ協議中。今後も、
市民が避難することが可能である事業者と協議を進
めていく。
③自治会や民生委員・児童委員など地域の方たちが
名簿を活用して、平常時から要支援者の情報を把握
し、災害時に役立てることを目的とした「吉川市災
害時避難行動要支援者避難支援計画」を３月に策定。
より実効性の高いものとするため、避難支援者向け
にマニュアルを整備し、引き続き地域における避難
支援体制の構築に努めたい。

三輪野江地区の今後の
在り方について

中嶋　通治

問 ①スマートインターが本年４月より大型車乗
り入れが可能となったが今後のフルインター

化の実現に向けての取り組みと近隣市との調整は。
②地区の開発についてどの様になっているのか、具
体的な取り組み、進捗状況は。③農振地域の見直し
は喫緊の課題、進捗状況、住民との懇談状況は。

答 ①国交省関東地方整備局、県、東日本高速道
路、近隣自治体で構成される準備会の一員と

して参加している。アクセス道路となる常磐道北側
側道の市道と三輪野江バイパスとの交差点部の測量
を実施し今後の改修の必要性を検討する。②庁内連
携会議を設置し、農地保全エリア、農業拠点検討エ
リア、将来開発検討エリアについて具体化に向けた
検討をしている。進捗状況は、保全エリアは耕作意
向の確認、拠点エリアは農業パーク基本構想の素案
を作成。③昨年９月に農地保全エリアの地権者を対
象に訪問し意見聴取を行った。「後継者問題が深刻
化している」「市が何か事業を行う場合は協力した
い」「農業機械の購入や農地保全支援策を行ってほ
しい」などの意見があった。地区説明会を開催予定
であったが延期した。

新型コロナ感染症対策の
課題と取り組みについて

戸田　馨

問 埼玉県、保健所との情報共有・連携が必要と
考える。現在の課題、今後の連携についての

見解は。

答 感染症拡大防止については、正しい情報の速
やかな発信により、市民が適切な行動をとる

ことが重要。現在も県や保健所と連携し情報共有に
努めているが、県と市町村が共同で取り組む体制構
築も課題と捉える。更なる連携強化のため、埼玉県
知事に対し課題解決の仕組みづくりを提案、更に埼
玉県東部地区振興センター、草加保健所と意見交換
の結果、県内４カ所の保健所に連絡調整を担う職員
を配置し、他都道府県との情報連携についても検討
するとの連絡をいただいた。

問 市民生活に等しく影響がある水道代に減免、
もしくは支払い猶予の設定を求めるが、見解は。

答 一時的に水道料金の支払いが困難になった方
への支援として４月検針分から支払いの猶予

を行っている。今後も生活困窮者に対して重点的に
支援を行うとともに、感染症対策の予防として手洗
い・うがいが重要なことから、安全安心な水道水の
供給に努める。
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公園の整備体制の
取り組みは

赤出川　義夫

問 公園遊具等の点検頻度、点検リストの有無。

答 職員が原則週１回実施。196 箇所の公園内の
119 箇所の遊具等を対象とし 11ブロックに

分け巡視し、施設に対し年４回点検作業を実施。公
園や児童広場設置の 177 基の遊具について業者に
よる年１回の点検を行っている。

◆防災協定と業者育成について

問 防災協定と業者育成について

答 現在、市では 69 の民間団体等と災害時応援
協定を締結しており、そのうち建設工事関連

事業者との応急対策に係る締結団体は市外事業者含
む５団体。市では、工事などの発注は一定の競争性
を確保し、市内業者の受注機会の確保に努めている。
今年度から市内事業者のうち優秀な現場技術者を表
彰する制度を設けるなど市内業者の育成及び受注機
会の確保に取り組んでいく。

◆５市１町合併等検討会議の進捗状況は

問 進捗状況は

答 埼玉県東南部都市連絡調整会議は、平成 23
年３月以降具体的な議論はされていない。

新型コロナ感染症対策
について

小野　潔

問 ①定額給付金、雇用調整助成金、持続化給付
金、住宅確保給付金、緊急小口資金等国の支

援策の対策状況について。②各種税金、水道料金の
猶予・減免は。③６月 28日以降誕生の新生児も定
額給付金の対象へ。④DV、配偶者暴力、ハラスメ
ント、悪徳商法等の相談は。⑤GIGAスクール（児
童生徒へ一人一台のタブレット確保）による今後の
ICT 授業の進捗は。⑥児童生徒の感染症対策と熱中
症対策について、息苦しいマスク着用からフェイス
シールドを活用しては。⑦乳幼児の予防接種をため
らわない為の周知と環境整備は。

答 ①定額給付金は６月 15日現在約６割の世帯
へ支給、国の各種支援策は周知を図り必要な

方へ届くよう推進している。②税金、水道料金等は
猶予制度を設け減免措置も検討。③新生児給付金に
ついては検討していく。④特別給付金の相談が多く、
配偶者からの暴力相談は 41件。⑤再度の休校を見
据えオンラインでの学習支援の体制整備について更
なる研究を進めていく。⑥フェイスシールドの有効
性について、学校現場とも議論を重ね研究をしてい
く。⑦予防接種は不要不急の外出に当たらない事を
案内し期間内の接種を勧奨していく。

子ども 110 番の現状と
今後の更なる拡充を

大泉　日出男

問 新型コロナ感染症対策に伴い、新しい生活様
式が進む中で様々な変化がおきている。特に

小中学校では生活スタイルの変化からくるストレ
ス、人間関係の希薄からくる心のケア、尚一層の心
がけが急務かと思われる。
①平成 11年からの事業のようで随時見直しが図ら
れているのかを含め現状は？
②団地内のスーパーや市内で新設されたドラッグス
トア等もあり変化がおきている。定期的な見直し拡
充が必要と感じるが？

答 ①平成 11年に吉川警察、PTA連合会、市内
事業者等と連携し約970件の市民や事業者に

登録を頂いていており、令和２年３月現在、589件
の登録を頂いている。
②本事業の意味を正しく理解していない通学路上の
設置場所を把握して
いない課題がある。引
き続き連携を図りなが
ら、本事業の周知に努
めると共に、新規で開
設した事業者にも積極
的に本事業への協力依
頼をしていく。

「マイナンバーカード」の
交付率アップを

五十嵐　惠千子

問 マイナンバー制度は、社会保障・税・災害対
策の分野に限定され、国民の利便性向上を目

的に 2016年１月からスタートしている。
① 2018 年５月時点の交付数は 7,151 枚だったが、
現在の交付数と交付率は。
②マイナンバーカードを取得することで、現在どの
様な利便性があるか、また、今後はどの様な事が可
能となるか。
③さらなる交付率アップへ、定期的に周知を。　

答 ① 2020 年５月末現在、10,448 枚が配布さ
れ、交付率は 14.3％となり 60歳代 20.5％、

50 歳代 15.6％、20 歳代 15.1％など、2018 年５
月時点と比べ、60歳以下の交付率が上がっている。
②現在、本人確認の際の公的な身分証明書の他、コ
ンビニでの住民票取得や確定申告等の電子手続きに
利便性があり、2021 年３月からは健康保険証とし
ての利用が可能となる予定。今後も国の動向に注視
して行く。
③今後も引き続き、マイナンバーカードの理解・交
付促進に向け、状況に応じた周知啓発活動を検討し
ながら取り組んでいく。
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市民への情報提供
一段の工夫を！

伊藤　正勝

問 ①大都市圏の吉川は地域メディアの存在感が
薄い。「広報よしかわ」とホームページにつ

いて基本的考えと実状を伺いたい。
②マスコミの掲載も増えている。記事の提供や回覧
板での周知についても伺いたい。

答 ①市民が知りたい情報、伝えたい情報の効果
的な発信。市民の誇りや愛着心の醸成。参画

や認知度の向上に役立つように努めている。「広報
よしかわ」はわかりやすく親しまれる編集方針。１ヶ
月前には内容調整、入稿。印刷製本の費用は 700
万円。自治会を通じて配布している。
　「ホームページ」は即時性と更新の容易さを活か
し、現在の公開ページは 5050 ページ。閲覧数は去
年一年間で 770 万件。直近の３ヶ月はコロナもあ
り 2.5 倍以上に増加。費用は年間 840 万円。埼玉
県のインターネット利用率は 90％を超えていると
されている。
②記事の提供は去年一年間で 130件。延べ 53件掲
載。その内容はホームページにも。回覧板は工事の
お知らせや地域限定の情報周知に活用。去年は 31
件。全世帯が対象。「コロナ禍」もあり配布件数の
縮小に努める。

美南駅東口区画整理
コロナ経済不況の影響は再検討を

齋藤　詔治

問 これまでに経験のない経済不況になると言わ
れています。産業ゾーン全体の処分計画が不

明瞭（区画割・処分価格）な状況の中、産業ゾーン
の一部が安価に売却され、商業ゾーンにおいては企
業誘致が定まらない今日、今の計画で事業の推進が
図られますか。状況を考慮し、全ての事業手法とま
ちづくりコンセプトの再検討を。

答 現在のところ再検討すると言う考えはありま
せん。しかしながら社会経済情勢などの影響

につきましては、今後の事業推進にも関わる可能性
がある事から、その動向に注視をして参ります。

問 この度の市による裁判（砕石除去）の訴えは、
本当に必要なのか。又、今日の裁判状況の説

明を。私は、裁判等をせず地権者ならびに関係者と
事業推進へ向けて、話し合いと丁寧な説明で理解を
得る事が、本当の解決に繋がると思慮しています。

答 ４月 20日付けで裁判所越谷支部に訴状を提
出し、受理されています。コロナによる自粛

要請により、裁判期日が決まらない状況です。しか
しながら、残置物の移動または処分を、当市に任せ
ていただけないかという和解案について、弁護士を
通じ、相手方へ書面を送付したところです。

「誰ひとり取り残さない」
市の役割と取り組みは

遠藤　義法

問「誰ひとり取り残さない」との理念から、①
災害時の弱者対策、②交通弱者対策、③生活

困窮者対策、子育て支援の市の考えと取り組みを伺
います。

答 ①自治会、民生委員などが要支援者名簿を活
用し、平時から避難支援や安否確認ができる

「要支援者避難計画支援計画」を策定し、取り組み
を進めています。②交通弱者対策は、外出困難地域
の 75歳以上の方へタクシー利用助成を試行的に実
施してきました。今年度は、事業の検証をします。
③生活困窮者の自立支援は、適切な支援につなげ、
子育て支援も貧困を見逃さず、切れ目ない支援事業
を実施しています。ふるさと納税の寄付を「子ども
食堂」への活用は考えていません。

◆ ICT を活用した教育の効果と懸念は

問 タブレット PC教育はメリット、デメリット
が様々あげられています。市の基本的考えは。

答 教材・資料のわかりやすい利用から深い学び
ができると捉えています。課題は、使い方に

慣れていない教員等への適切な支援です。　　

学校再開、With コロナの
新しい生活様式へ

岩田　京子

問 ①学校再開にあたり、学習の遅れをどう取り
戻すか。②リスクの高い調理実習や合唱，体

育について。③持病等で学校登校に慎重な家庭も想
定。欠席扱いも可とされているが、市の対応は。ま
たその場合の学習支援の方法は。④ごみ量の変化。
東埼玉環境組合の状況。

答 ①５月末までの休校による 34日分の学習の
遅れは、夏休み 10日短縮と土曜授業９日で

19日分、また部活動夏の大会中止、音楽祭や陸上
大会等行事の取組み期間の短縮や中止で、必要な授
業数を確保した。②ガイドラインで「リスクの低い
活動から徐々に実施すること」とあり、当面これ
らの授業は行わない。③出席停止とした上で、学
習の保証ができるよう対応する。現在、オンライ
ン学習などを想定して、教職員の研修を進めてい
る。④環境センターでは３～５月のごみ量が前年比
114.1％。持込件数も119.9％で 4,873件。リユー
スでは家庭系ごみ 105.9％、事業系ごみ 86％で、
トータル 100.3％の微増だった。

一般質問
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地域のまちづくりについて

松﨑　誠

問 東中学校の現生徒数は 433 人だが、令和 13
年の推計では134人に減少との報告を受けて

います。市街化調整区域では開発が厳しく規制され、
人口減少、既存集落の形成、地域コミュニティの存
続に大きな影響を与えているので、土地利用の規制
緩和をしては。

答 都市計画法で土地利用が制限され少子高齢化
が進んでいます。県や近隣市と意見交換をし

ながら研究していきます。

問 生活道路の舗装整備費はどのように予算編成
されているのですか。

答 大規模なものから小規模なものまで年間約
700件寄せられており、限られた予算の中で、

効率的に道路機能の維持や整備が行なえるよう努め
ています。

問 当市に整備される河川防災ステーションに、
道の駅や物産館等を併設し、地域の魅力を観

光客に発信する施設として活用できないか。

答 防災ステーションの具体的な事業計画、利用
条件等を整理した上で、地域の皆様と意見交

換をしてまいります。

第二波 ･ 第三波に備え、PCR
検査センターの更なる充実を

雪田　きよみ

問 PCR 検査センターの稼働状況は。

答 ５月 22 日から火曜・金曜の週２回開設し、
６月９日現在 16名の検査を実施した。

問 車のない家庭の方々から、センターへの受診
について不安が寄せられている。市の見解は。

答 感染リスクを極力低減するため、自家用車で
の来場に限定している。それが困難な方は、

かかりつけ医から保健所に相談している。

問 発熱患者の受療権を保障し、医療従事者の感
染予防のためにも発熱外来の併設が重要では。

答 発熱等の症状に対し、かかりつけ医が診察し、
必要と診断された方を対象に検査を実施して

おり、発熱患者の受診体制の構築に資するものと考
えている。

問 PCR 検査センターの設置で、医療従事者の感
染リスクは低減したのか。医療機関への患者

の受診状況や経営改善状況も考慮すべきと考える。
地域医療を守る視点が必要ではないか。

答 医師会との意見交換で、一カ所に集めて実施
することには過重な負担があるとの意見だっ

た。各かかりつけ医の方で発熱に対しても対応して
いく方針が決定された。

三輪野江地区農地保全エリアの
住民意思を問う

吉川　敏幸

問 現在の第五次総合振興計画に無い三輪野江地
区の区分け。この三輪野江地区 120ha のう

ち、農地保全エリアについて、三輪野江地区懇談会
等において地域住民との意見交換を行ってきたと思
うが、地権者のうち意思表示をしている賛成・反対
の詳細を伺う。

答 地権者のうち意思表示をしている賛成・反対
の詳細について、平成 27・28年度に開催し

た三輪野江地区懇談会において確認し、ご理解を頂
いたものと認識している。

◆須賀・榎戸地区の将来的な構想は

問 将来都市構想図の須賀・榎戸地区には、外環
道と接続する東埼玉道路が計画されており、

越谷総合公園川藤線インターチェンジ（仮称）の計
画がなされている。この地域の将来的な構想を伺う。

答 既存の集落地環境の維持向上を図るととも
に、東埼玉道路などの整備による交通利便性

の高まりを見据えて、周辺環境との調和を図りなが
ら、工場や流通業務施設などの立地を誘導する土地
利用構想としている。

買物弱者への積極的な支援を

飯島　正義

問 三輪野江地区の住民の皆さんから、「小さな
お店がつぶれてしまい、何とかしてほしい」

との声が寄せられている。昨年の６月議会では高齢
者対策として、「住民の方々の協力を得た上で、第
二協議体を早期につくっていきたい」との回答だっ
た。すみやかに協議体を作るべき。進捗状況は。国
の財政支援を活用した事業としての検討は。

答 第二協議体の立ち上げは、参加者の主体性や
意向の尊重が非常に重要。協議体への参加意

欲の高い自治会等が多い地区から設置に努める。
国の財政支援活用について、第二協議体の設置は介
護保険事業の包括支援事業として実施する。

◆住宅改修補助事業の柔軟な体制を

問 越谷市では住宅改修・店舗改修促進補助金制
度があり、住宅と店舗が補助対象となってい

る。吉川市でも住宅改修補助事業の対象を店舗にも
拡大し、活性化支援をするべきでは。

答 商店の改修は、改修内容が経営に係わること
になると考えられる。改修内容や資金調達に

ついて、トータル的に経営改善事業により支援して
いくものと考えている。
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ん
か

　
吉
川
市
に
関
す
る
要
望
や
意
見
を
、
請

願
陳
情
と
し
て
吉
川
市
議
会
に
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
請
願
・
陳
情
の
流
れ
◆

事
前
相
談

要
件
が
整
っ
て
い
な
い
場
合
受
理
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

請
願
書
の
提
出

陳
情
書
の
提
出

議
長
が
受
理

定
例
会
開
会
日
の
７
日
前
ま
で
に
受
理
し
た

も
の
を
そ
の
定
例
会
で
上
程
︵
全
議
員
に
配

布
︶
し
そ
れ
以
降
に
受
理
し
た
も
の
は
次
の

定
例
会
で
上
程
︵
全
議
員
に
配
布
︶
し
ま
す
。

本
会
議
に
上
程

全
議
員
に
配
布

請
願
は
本
会
議
に
上
程
し
、
紹
介
議
員
に
よ

る
趣
旨
説
明
等
を
経
て
委
員
会
へ
付
託
さ
れ

ま
す
。
陳
情
は
全
議
員
に
配
布
さ
れ
ま
す
が

審
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

委
員
会
で
審
査

担
当
常
任
委
員
会
で
審
査

本
会
議
で
審
査
結
果
を
報
告

委
員
長
が
委
員
会
で
の
審
査
結
果
を
報
告

本
会
議
で
議
決

本
会
議
で
採
択

請
願
者
へ
結
果
を
通
知

請
願
者
へ
結
果
を
文
書
で
通
知
し
ま
す
。
採

択
さ
れ
た
請
願
は
、
必
要
に
応
じ
、
市
長
な

ど
に
送
付
し
ま
す
。

意
見
書

議
員
提
出
議
案
概
要

意
見
書
と
は
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に
基
づ
き
、
市
の
公
益
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
会
や
関
係
行
政
庁
に
対
し
、
議
会
の
意
見
を

ま
と
め
て
提
出
す
る
文
書
の
こ
と
で
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
関
す
る
要
望
書
を

提
出

　
令
和
２
年
５
月
13
日
、
市
議
会
は
市
長
に
対

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
関
す
る
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。
要
望
書
の
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関

す
る
要
望
書
」

　

吉
川
市
に
お
い
て
は
、
埼
玉
県
か
ら
の
緊

急
事
態
措
置
の
実
施
要
請
を
受
け
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
会
議
を
設
置
し

て
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対
策
を
講
じ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市

民
の
生
命
と
健
康
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

下
記
の
事
項
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

記

１　

発
熱
外
来
及
び
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー

設
置
へ
の
支
援

　

早
期
設
置
の
た
め
に
医
師
会
・
保
健
所
と

の
調
整
を
図
り
、
財
政
・
施
設
・
要
員
等
の

支
援
を
行
う
こ
と
。

２　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
実
施
機
関
の
周
知
拡
充

３　

特
別
定
額
給
付
金
に
係
る
情
報
の
周
知

徹
底

４　
学
校
休
業
等
へ
の
対
応

　

園
児
や
児
童
・
生
徒
へ
の
感
染
拡
大
防
止

対
策
と
精
神
的
ケ
ア
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、

児
童
・
生
徒
の
学
力
低
下
を
ま
ね
か
な
い
こ

と
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
早
期
実
現

を
図
る
こ
と
。

５　
経
済
対
策

　

影
響
を
受
け
て
い
る
各
種
事
業
者
に
対
し

て
は
、
各
種
支
援
制
度
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、

相
談
・
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、

市
と
し
て
独
自
の
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

６　
生
活
困
窮
者
対
策

　

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
・
学
生
・
外
国
人
居
住

者
に
対
し
、
必
要
か
つ
効
果
的
な
支
援
を
行

う
こ
と
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
要

望
書
」
へ
の
市
の
回
答

　
市
議
会
が
提
出
し
た
要
望
書
に
対
し
、
６
月

15
日
、
市
か
ら
の
回
答
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

１
．�

発
熱
外
来
及
び
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査�

セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

　
５
月
22
日
、
吉
川
松
伏
医
師
会
に
よ
り
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
。
か
か
り

つ
け
医
が
診
察
し
、
検
査
が
必
要
と
診
断
さ
れ

た
方
を
対
象
に
検
査
を
実
施
。
発
熱
患
者
の
受

診
体
制
の
構
築
に
資
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

２
．�

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
実
施
医
療
機
関
の
周
知

拡
充
に
つ
い
て

　
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
へ
の
問
い
合
わ
せ
を

ご
案
内
し
て
い
る
。

３
．�

特
別
定
額
給
付
金
に
係
る
情
報
の
周
知
徹

底
に
つ
い
て

　

案
内
チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
や
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
を
通
じ
、
情
報
提
供
。
６
月
12

日
現
在
、
全
世
帯
の
約
６
割
の
世
帯
に
対
し
、

給
付
を
実
施
。

４
．
学
校
休
業
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
健
康
管
理
、
定
期
的
な
換
気
、
保
育
室
の
消

毒
等
感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
、
緊
急
事
態
宣

言
発
令
中
も
保
育
を
継
続
。

　
児
童
生
徒
へ
の
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
市

独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
。

　
精
神
的
ケ
ア
と
し
て
、
児
童
生
徒
の
話
を
聞

く
時
間
の
確
保
を
指
示
。

　
夏
休
み
の
短
縮
や
土
曜
日
授
業
の
実
施
に
よ

り
、
授
業
時
間
数
を
確
保
。

　
１
人
１
台
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
の
整
備
を
進
め
る
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
の
研

究
・
研
修
を
進
め
る
。

５
．
経
済
対
策
に
つ
い
て

　
３
月
・
４
月
に
状
況
確
認
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
合
わ
せ
、
国
・
県
の
支
援
策
に
つ
い
て
市

内
事
業
所
に
周
知
。

　
商
工
課
の
窓
口
で
、
経
営
安
定
資
金
融
資
の

売
上
高
減
少
に
係
る
認
定
手
続
き
を
実
施
。
市

独
自
の
支
援
策
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
発
行
等
を
実
施
す
る
。

　
６
．
生
活
困
窮
者
対
策

　
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
住
宅
確
保
給
付
金

の
予
算
を
確
保
。
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
間
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
直
接
的

支
援
と
し
て
、「
緊
急
子
ど
も
応
援
配
食
」
を

実
施
し
、
延
べ
５
、９
０
０
食
あ
ま
り
を
提
供
。

　
市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
「
ひ
と
り
親
家
庭

等
家
計
応
援
臨
時
給
付
事
業
」
及
び
「
こ
こ
ろ

と
く
ら
し
の
相
談
員
」
を
新
た
に
配
置
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

対
す
る
議
会
の
取
組
み

議長・副議長から市長に
意見書を手渡しました。
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臨　

時　

会

概　
　
　

要

４
月
と
５
月
に
行
わ
れ
た
臨
時
会
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

臨
時
会
は
、
地
方
議
会
の
会
議
の
う
ち
、
定
例
会
の
他
に
、
臨
時
の
必
要
が
あ
る
場
合
、
特
定
の
事
件
に
限
っ
て
、

臨
時
で
こ
れ
を
審
議
す
る
た
め
に
招
集
さ
れ
ま
す
。

４
月
臨
時
会

　
令
和
２
年
４
月
臨
時
会
は
、
４
月

15
日
に
行
わ
れ
、「
訴
え
の
提
起
に

つ
い
て
」
な
ど
の
市
長
提
出
議
案
５

件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

◇
専
決
事
項
の
専
決
に
つ
い
て

︵
令
和
元
年
度
吉
川
市
一
般
会
計

補
正
予
算
︵
第
６
号
︶︶

　
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
緊
急
対
応
策
」
を
受

け
、
児
童
福
祉
施
設
等
の
感
染
症
拡

大
防
止
を
図
る
経
費
に
つ
い
て
緊
急

に
予
算
措
置
す
る
必
要
が
生
じ
た
た

め
、
補
正
予
算
と
し
て
専
決
処
分
し

た
も
の
で
す
。

　
既
定
の
歳
入
歳
出
に
１
８
６
０
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
は
２
５
３
億
７
２
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
他
２
件
の
専
決
処

分
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
に
伴
う

も
の
で
す
。

◆
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推
進
し
て

い
る
吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区
に

お
い
て
、
土
地
区
画
法
第
１
０
０
条

の
２
の
規
定
に
よ
り
市
が
管
理
す
る

こ
と
と
な
っ
た
土
地
で
あ
る
吉
川
市
大

字
高
久
字
小
帳
１
０
０
４
番
３
ほ
か

１
筆
を
相
手
方
が
砕
石
を
残
置
し
不

法
に
占
有
し
て
い
る
た
め
、
相
手
方

に
対
し
土
地
の
明
け
渡
し
請
求
事
件

に
関
す
る
訴
え
の
提
起
を
す
る
も
の

で
す
。

◆
令
和
２
年
度
吉
川
市
吉
川
美
南
駅

東
口
周
辺
地
区
土
地
画
整
理
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
２
号
︶

　
既
定
の
歳
入
歳
出
に
５
５
０
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
37
億
87
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
前
述
の
訴
訟
に
係
る
費
用

を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

︱　
討　
論　
︱

　
「
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
」
に
対
し
、

３
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

賛
成

林　
美
希　
議
員

　

区
画
整
理
に
同
意
さ
れ
て
い
る

95
％
の
地
権
者
の
皆
様
、
区
画
整
理

事
業
の
費
用
を
納
税
と
い
う
形
で
負

担
さ
れ
て
い
る
市
民
の
皆
様
、
ま
ち

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に
賛
同
さ
れ
企
業

進
出
を
考
え
ら
れ
て
い
る
事
業
者
、

す
べ
て
の
方
の
為
に
新
た
な
費
用
負

担
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
予
定
期
間

大
幅
に
過
ぎ
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ

に
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
を

心
か
ら
望
ん
で
い
る
。
提
訴
相
手
方

が
何
ら
か
の
不
服
を
覚
え
ら
れ
、
残

置
物
を
置
き
、
そ
れ
が
違
法
行
為
で

あ
る
と
警
察
か
ら
強
い
警
告
が
出
さ

れ
、
そ
し
て
起
訴
命
令
の
申
立
を
行

わ
れ
た
以
上
、
司
法
と
い
う
公
の
場

で
、
和
解
を
含
め
た
実
効
性
あ
る
結

論
に
至
る
こ
と
を
望
ま
な
い
理
由
は

な
い
。
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
た
３

月
定
例
会
同
様
、
引
き
続
き
賛
成
の

立
場
を
取
る
。

賛
成

五
十
嵐　
惠
千
子　
議
員

　
３
月
議
会
に
上
程
さ
れ
た
当
議
案

に
関
す
る
質
疑
応
答
で
は
不
可
解
な

点
が
多
く
、
開
発
に
賛
同
さ
れ
る

95
％
の
地
権
者
の
思
い
を
鑑
み
、
速

や
か
に
事
業
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、

公
明
党
は
「
訴
え
の
提
起
」
に
賛
成

し
た
。
さ
ら
に
、
今
回
の
議
案
質
疑

を
踏
ま
え
た
上
で
、①
相
手
方
が「
交

渉
に
応
じ
な
い
」
状
況
か
ら
、
今
後
、

事
業
の
遅
延
が
予
想
さ
れ
る
。
多
く

の
地
権
者
・
市
民
に
不
利
益
が
生
じ

な
い
よ
う
、
法
に
基
づ
き
判
断
す
べ

き
。
②
違
法
行
為
が
あ
っ
た
・
こ
の

議
案
を
審
議
す
る
側
で
あ
る
市
議
会

議
員
２
名
が
こ
の
件
に
関
わ
っ
て
い

る
・
相
手
方
か
ら
起
訴
命
令
が
出
て

い
る
等
の
答
弁
か
ら
、
あ
く
ま
で
も

客
観
的
に
裁
判
に
お
い
て
法
に
基
づ

き
明
ら
か
に
す
べ
き
。
以
上
２
点
を

主
な
理
由
に
挙
げ
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛
成

伊
藤　
正
勝　
議
員

　
公
権
力
の
行
使
。
住
民
を
相
手
に

公
金
を
使
っ
て
裁
判
を
提
起
す
る
。

こ
れ
は
重
い
判
断
で
あ
り
慎
重
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
土
地
明
け

渡
し
を
求
め
て
二
本
の
「
訴
え
の
提

起
」
が
準
備
さ
れ
て
い
た
が
、
事
態

の
変
化
に
伴
い
直
前
に
一
本
は
取
り
下

げ
、一
本
は
内
容
を
変
更
し
て
の
提
起

と
な
っ
た
。
占
拠
、
占
有
の
実
態
が

こ
の
間
大
き
く
動
い
て
い
る
。
現
場
を

昨
日
見
て
き
た
が
砕
石
が
散
見
さ
れ

た
だ
け
。
重
機
や
鉄
板
等
は
撤
去
さ

れ
て
い
た
。
こ
れ
が
違
法
な
占
有
物

な
の
か
。
裁
判
を
提
起
す
る
こ
と
の

是
非
。
も
う
一
歩
の
努
力
で
裁
判
を
し

な
く
て
も
済
む
の
で
は
。
砕
石
の
処

理
に
つ
い
て
さ
ら
に
話
し
合
い
の
努

力
を
重
ね
、
途
中
で
も
合
意
が
で
き

れ
ば
和
解
の
努
力
を
進
め
て
ほ
し
い
。

13 12



５
月
臨
時
会

　
令
和
２
年
５
月
臨
時
会
は
、
５
月

14
日
に
行
わ
れ
、
市
長
等
の
給
料
の

特
例
に
関
す
る
条
例
な
ど
の
市
長
提

出
議
案
４
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

◇
専
決
事
項
の
専
決
に
つ
い
て

︵
吉
川
市
国
民
健
康
保
険
条
例
及

び
吉
川
市
後
期
高
齢
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
︶

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
感
染
し
、

又
は
感
染
が
疑
わ
れ
る
被
用
者
で
、

休
業
し
た
こ
と
に
よ
り
給
料
の
全
部

又
は
一
部
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
に
つ
い
て
、
傷
病
手
当
を
支
給
す

る
制
度
を
整
備
す
る
た
め
、
専
決
し

処
分
し
た
も
の
で
す
。
主
な
内
容
と

し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
感
染

し
、
又
は
感
染
が
疑
わ
れ
る
被
用
者

か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
休
業
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
３
日
を
経
過
し
た
日

か
ら
休
業
し
た
機
関
に
つ
い
て
直
近

３
か
月
の
平
均
給
与
収
入
の
３
分
の

２
を
傷
病
手
当
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

◇
専
決
事
項
の
専
決
に
つ
い
て

︵
令
和
２
年
度
吉
川
市
一
般
会
計

補
正
予
算
︵
第
１
号
︶︶

　
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
経
済
対
策
」
を
受
け
、
迅
速

か
つ
的
確
に
家
計
へ
の
支
援
を
行
う

た
め
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
の

事
務
費
の
一
部
に
つ
い
て
緊
急
に
予
算

措
置
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
補

正
予
算
を
専
決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

　

既
定
の
歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
３
５
８
５
万
１
０
０
０
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
は
、
２
３
０

億
６
７
８
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
市
長
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る

条
例

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
に
よ
る

市
民
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
市
長
、

副
市
長
、
教
育
長
の
給
与
及
び
期
末

手
当
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
６
月
１

日
か
ら
令
和
２
年
８
月
31
日
ま
で
、

現
在
の
給
料
月
額
か
ら
市
長
は
10
％
、

副
市
長
は
７
％
、
教
育
長
は
５
％
を

そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　

減
額
す
る
合
計
額
は
、
95
万

９
８
８
０
円
で
、
今
後
の
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

◆
令
和
２
年
度
吉
川
市
一
般
会
計
補

正
予
算
︵
第
２
号
︶

75
億
59
万
９
０
０
０
円
の
補
正

予
算
が
計
上
さ
れ
予
算
総
額
は
、

３
０
５
億
６
８
４
４
万
９
０
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
経
済
対
策
」
を
受
け
、
市

民
一
人
当
た
り
10
万
円
を
支
給
す
る

特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
と
子
ど

も
一
人
当
た
り
１
万
円
を
支
給
す
る

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
事
業

の
ほ
か
、
生
活
に
困
窮
す
る
方
へ
の

住
居
確
保
給
付
金
給
付
事
業
の
支
援

拡
充
に
対
応
す
る
扶
助
費
や
児
童
施

設
な
ど
の
感
染
症
拡
大
防
止
を
図
る

た
め
の
費
用
、
更
に
予
備
費
に
つ
い

て
、
緊
急
対
応
に
よ
り
既
に
そ
の
一

部
を
活
用
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の

不
測
の
事
態
に
備
え
る
た
め
増
額
し

ま
す
。

→
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た
め
、

間
隔
を
と
り
、
換
気
を
し
な
が
ら

行
わ
れ
た
臨
時
会
の
様
子
。

︱　
討　
論　
︱

　
市
長
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る

条
例
に
対
し
、
１
名
の
議
員
が
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

反
対

吉
川　
敏
幸　
議
員

　
①
報
酬
を
削
減
し
て
も
、
１
円
も

誰
の
所
得
は
増
え
な
い
。
誰
か
の
支

出
は
誰
か
の
所
得
。
今
や
る
べ
き
は
、

地
域
経
済
を
下
支
え
す
る
た
め
に
市

内
で
の
消
費
を
増
や
す
、
政
府
に
財

政
支
出
を
求
め
る
こ
と
。

　
②
近
隣
市
町
へ
の
影
響
。
報
酬
削

減
の
流
れ
が
広
ま
れ
ば
広
ま
る
ほ
ど
、

消
費
が
減
る
の
で
、
倒
産
や
失
業
が

増
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
コ

ロ
ナ
恐
慌
か
ら
脱
す
る
の
に
よ
り
時

間
が
掛
か
る
。

　
③
消
費
が
減
少
す
る
↓
給
料
が
減

少
す
る
↓
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥

る
。

　

④
大
き
な
災
害
が
起
き
た
時

に
、
痛
み
を
分
か
ち
合
う
と
報
酬
削

減
、
政
府
の
赤
字
が
増
え
た
か
ら
増

税
と
い
う
風
潮
が
続
く
こ
と
が
、
将

来
世
代
に
ツ
ケ
を
残
す
こ
と
に
な
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
誤
っ
た
流
れ
を
断
ち

切
る
た
め
、
反
対
と
し
た
。

〇
補
正
予
算
と
は

　
議
会
で
議
決
さ
れ
て
い
る
市
の

予
算
に
つ
い
て
、
そ
の
後
生
じ
た

緊
急
且
つ
や
む
を
得
な
い
事
象
に

つ
い
て
予
算
の
補
正
を
す
る
も
の

で
す
。

〇
討
論
と
は

　
議
題
に
な
っ
て
い
る
事
件
に
対

し
て
、
自
己
の
賛
成
又
は
反
対
の

意
見
を
表
明
す
る
こ
と
で
、
自
己

の
意
見
に
反
対
の
者
及
び
賛
否
の

意
思
を
決
め
て
い
な
い
者
を
自
己

の
意
見
に
賛
成
さ
せ
る
た
め
に
行

い
ま
す
。
討
論
は
、
同
一
議
員
が

同
一
議
題
に
つ
い
て
、
１
回
に
限

り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
専
決
事
項
の
専
決
と
は

　
予
算
や
条
例
な
ど
を
首
長
が
議

会
の
議
決
を
経
ず
に
自
ら
の
権
限

で
決
め
る
こ
と
で
す
。
地
方
自
治

法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
緊
急
時
で

議
会
を
招
集
す
る
時
間
が
な
い
場

合
の
ほ
か
、
議
会
が
議
決
す
べ
き

議
案
を
議
決
し
な
い
と
い
っ
た
と

き
な
ど
で
も
認
め
て
い
ま
す
。

　
処
分
後
に
は
議
会
で
報
告
し
て

承
認
を
求
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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議
決
結
果

自由民主党 市民の会 未来会議 共産 公明 無 無

赤
出
川
義
夫

吉
川　

敏
幸

加
藤　

克
明

中
嶋　

通
治

松
﨑　
　

誠

岩
田　

京
子

稲
垣　

茂
行

伊
藤　

正
勝

齋
藤　

詔
治

稲
葉　

剛
治

戸
田　
　

馨

林　
　

美
希

遠
藤　

義
法

飯
島　

正
義

雪
田　

き
よ
み

小
野　
　

潔

五
十
嵐
惠
千
子

大
泉　

日
出
男

成
本　

直
寛

降
旗　
　

聡

≪市長提出議案≫

吉川市介護福祉総合条例の一部を改正す
る条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市税条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市都市計画税条例の一部を改正する
条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市職員定数条例の一部を改正する条
例

可決 〇 〇 議 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の締結について 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の締結について 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の締結について 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

埼玉県市町村総合事務組合の規約変更に
ついて

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

固定資産評価審査委員会委員の選任につ
いて

同意 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

固定資産評価員の選任について 同意 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部
を改正する条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市一般会計補正予算
（第３号）

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

≪議員提出議案≫

気候変動対策の更なる強化を求める意見
書

可決 〇 〇 議 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × × × 〇 〇

公立・公的病院の統廃合計画の撤回を求
める意見書

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 × × × × × ◎ 〇 〇 × × × × 〇

医療機関の経営危機に対する財政支援を
求める意見書

否決 × × 議 × × 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 ◎ × × × × ×

6月定例会審議結果一覧 〇 = 賛成、× = 反対、議 = 議長（議決に加わりません）
◎ = 議案提出者、― = 退席
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議
決
結
果

自由民主党 市民の会 未来会議 共産 公明 無 無

赤
出
川
義
夫

吉
川　

敏
幸

加
藤　

克
明

中
嶋　

通
治

松
﨑　
　

誠

岩
田　

京
子

稲
垣　

茂
行

伊
藤　

正
勝

齋
藤　

詔
治

稲
葉　

剛
治

戸
田　
　

馨

林　
　

美
希

遠
藤　

義
法

飯
島　

正
義

雪
田　

き
よ
み

小
野　
　

潔

五
十
嵐
惠
千
子

大
泉　

日
出
男

成
本　

直
寛

降
旗　
　

聡

令和２年第３回（４月）臨時会　４月15日
≪市長提出議案≫

専決処分事項の承認について 承認 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

専決処分事項の承認について 承認 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

専決処分事項の承認について 承認 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

訴えの提起について 可決 × × 議 － × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市吉川美南駅東口周辺地
区土地区画整理事業特別会計補正予算
（第２号）

可決 × × 議 － × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年第４回（５月）臨時会　５月14日
≪市長提出議案≫

専決処分事項の承認について 承認 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

専決処分事項の承認について 承認 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

市長等の給料の特例に関する条例 可決 〇 × 議 〇 〇 × × 〇 × 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市一般会計補正予算
（第２号） 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

◆
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
◆

　
　
　
　

〒
３
４
２
―８
５
０
１

　
　
　
　
　
　
　

吉
川
市
き
よ
み
野
一
丁
目
１
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
川
市
役
所　

議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
︵
９
８
１
︶
５
３
９
２

〜
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

　

３
月
定
例
会
に
引
き
続
き
、６
月
定
例
会
に
つ
き
ま
し
て
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
伴
う
傍
聴
自
粛
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、﹁
新
し
い
生

活
様
式
﹂
な
ど
を
参
考
に
感
染
予
防
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
感
染
症
対
策
に
お
努
め
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
意
見

書
の
全
文
や
本
会
議
の
会
議
録
、
議

会
活
動
な
ど
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊ 会派名の「共産」は「日本共産党吉川市議員団」、「公明」は「公明党吉川市議団」、「自民」は「自由民主党吉川市議
員団」、「未来会議」は「未来会議よしかわ」の略です。「無」は会派に属さない者です。

検 索吉川市議会

本会議録画配信は
こちらから↓
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本会議は10時、委員会は９時30分に開会します。
本会議の様子は、ホームページでもご覧になれます。

９月 2日
開会日

９月 3日
休会日

９月 4日
本会議

（議案審議）

９月 5日
休会日

９月 6日
休会日

９月 7日
本会議

（議案審議）

９月 8日
休会日

９月 9日
委員会

（総務水道・文教福祉）

９月 10日
委員会

（総務水道・文教福祉）

９月 11日
委員会

（建設生活）

９月 12日
休会日

９月 13日
休会日

９月 14日
委員会

（建設生活）

９月 15日
委員会

（請願審査）

９月 16日
休会日

９月 17日
本会議

（委員長報告）

９月 18日
一般質問

９月 19日
休会日

９月 20日
休会日

９月 21日
休会日

９月 22日
休会日

９月 23日
一般質問

９月 24日
一般質問
閉会日

次定例会の予定 市の重要な施策や皆さんに身近な問題が審議されます

※傍聴について
　新型コロナ感染症拡大予防のため、傍聴自粛のご協力をお願いする可能性があります。

「よしかわ議会だより」の音声版を「朗読サークルきんもくせい」の協力で作成しています。
ご希望の方は、議会事務局へご連絡ください。
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す
が
、
今
号
が
発
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れ
る
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に
は
皆
様
ど
の
よ
う
に
過
ご
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れ
て
い
る
で
し
ょ
う

す
が
、
今
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が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
皆
様
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
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今
号
は
６
月
定
例
会
号
と
し
て
発
行
さ
れ
ま
し
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が
、
状
況
に
い
ち
早
く
対
応
す

か
。
今
号
は
６
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定
例
会
号
と
し
て
発
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
状
況
に
い
ち
早
く
対
応
す
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て
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い
て
も
掲
載
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し
ま
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し
て
５
月
臨
時
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に
つ
い
て
も
掲
載
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し
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た
。
市
民
の
み
な
さ
ま
の
声
を
反
映
し
た
各
種
事
業
が
補
正
予
算
と
な
り
、
全
会
一
致

た
。
市
民
の
み
な
さ
ま
の
声
を
反
映
し
た
各
種
事
業
が
補
正
予
算
と
な
り
、
全
会
一
致

で
の
可
決
を
経
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
の
過
程
を
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
る
こ
と

で
の
可
決
を
経
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
の
過
程
を
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
る
こ
と

で
、
税
金
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
お
知
り
い
た
だ
け
て
、
ま
た
政
治
が
身

で
、
税
金
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
お
知
り
い
た
だ
け
て
、
ま
た
政
治
が
身

近
な
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の
と
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だ
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れ
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に
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の
と
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て
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だ
け
れ
ば
幸
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で
す
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に
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や
か
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過
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ま
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こ
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を
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、
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ら
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し
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ま
す
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。
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め
臨
時
休
業
し
て
い
た
市
内
小
中
学
校
が
、

め
臨
時
休
業
し
て
い
た
市
内
小
中
学
校
が
、

６
月
１
日
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ

６
月
１
日
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
の
学
校
に
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
や
笑
い

り
の
学
校
に
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
や
笑
い

声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
と
は

声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
と
は

違
う
学
校
生
活
に
不
安
や
戸
惑
い
も
あ
る

違
う
学
校
生
活
に
不
安
や
戸
惑
い
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
子
供
た
ち
が
登
校
す

か
と
思
い
ま
す
が
、
子
供
た
ち
が
登
校
す

る
姿
に
元
気
を
貰
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

る
姿
に
元
気
を
貰
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

︵
写
真
は
、
登
校
初
日
に
三
輪
野
江
小
学

︵
写
真
は
、
登
校
初
日
に
三
輪
野
江
小
学

校
で
な
ま
り
ん
が
児
童
を
お
出
迎
え
し
た

校
で
な
ま
り
ん
が
児
童
を
お
出
迎
え
し
た

様
子
。︶

様
子
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